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教育施策の方針と重点施策 

 

 多くの教訓を私たちに残した東日本大震災から２年。被災地での人々や子どもたちの活

動する姿は、日本中に勇気を与えてくれた。甚大な被害から復旧、復興に立ち上がる人々

の姿をとおして、私たちは、人が生きていく意味を問いかけながら、人と人との「つなが

り」や「絆」の大切さを改めて認識した。田川市の市民の皆さんにも、このことをしっか

りと伝えていきたい。 

 

 田川市の学校教育及び社会教育についての将来像を考えるとき、人口の減少、少子・高

齢化の進行等、生活環境や教育環境の変化に対応する改革をどのように行うのかが大きな

課題となる。その課題解決のための取組を進めて行かなくてはならない。 

 

 子どもからお年寄りまで、生きがいを持って生活できる地域を創ることは、教育に課さ

れた大きな課題である。その重責を果たすべく、学校教育の面では、学校と家庭、地域と

の結びつきを強めながら、子どもたちの健やかな育ちと生きる力をつけていくとともに、

社会教育の面では、いつでも、どこでも学べる生涯学習環境の充実を図っていきたい。 

 

 教育施策の目標理念「自己有用感を育む三位一体の教育」、学校教育の施策方針「自己

有用感、豊かな心、創造力を育む学校教育」、社会教育の施策方針「市民の豊かな心と創

造力を育む社会教育」はそのまま継承する。 

 

 

１ 学校教育の施策方針 

 ⑴ 自己有用感、豊かな心、創造力を育む学校教育（３年次） 

 「田川市学力向上プロジェクト」では、学校と家庭、地域とのつながりを大切にしな

がら、校区での小学校と中学校との連携に取り組んできた。地域の特色を取り入れなが

ら校区独自の行事を実施してきた結果、子どもたちの行事で力を発揮する姿を見ること

ができるようになった。 

  平成２２年度よりスタートした、市費雇用の教員配置は、平成２４年度は、小学校で

は５年生まで、中学校では全学年での少人数学習指導を導入することができた。その結
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果、小学校低学年での国語や算数での伸びや、標準学力検査などの結果も、全体として

これまでと同様の成果を見ることができる。 

  しかしながら、小学校６年生と中学校３年生で実施している「全国学力・学習状況調

査」の結果では、基礎的な学力の定着や、知識を活用し自分の考えを表現するなどの面

については、これまでと同じ傾向で、依然として課題が残されている。そのため、学校

以外での学習時間の確保のため、平成２４年度は月２回の「土曜数学まなび塾」を実施

した。集まる子どもたちの姿は学習に対する意欲が見られたことから、平成２５年度は

実施の拡大を図りたい。 

 

 子どもたちの基本的な生活習慣の定着では、家庭での学習時間の確保や規範意識の育

成についての課題が依然として残されている。それらの課題解決のためには、これまで

田川市が大切にしてきた「学校・家庭・地域」が一体となった教育活動を継続し、伸び

伸びとした育ちの中で、子どもたち一人ひとりの個性や学力を伸ばしていく取組を進め

て行かなくてはならない。 

 学校と家庭、地域が一体となって教育活動を充実させていくには、それぞれの役割を

明確にして取り組むことが重要である。 

 学校では、児童生徒に生きる力の育成を図り、信頼される学校づくりに努める。また、

基礎・基本の学力の定着を図るとともに、「確かな学力、豊かな心、健やかな体」の育

成に向けて、知識・技能、思考力・判断力・表現力のバランスのとれた児童生徒の育成

に努める。 

 家庭では、保護者の責任のもと、学校と協働して、健全な生活習慣、善悪の判断力、

自制心、思いやりの心などの基本的な倫理観や規範意識を育てていく。 

 地域では、地域の教育力を発揮し、郷土の担い手としての子どもたちを守り育てる。

地域から守られ期待されている存在であることを子どもたちが自覚し、自分の生まれ育

った郷土を好きになり、郷土のために活動する人材を育成する。 

 子どもたちの自己有用感を育て、豊かな心と創造力を育むには、このように学校と家

庭、地域が主体性を持って取り組むとともに、三位一体となって幼児期から愛情を持っ

て接し、多くの体験を積み重ねながら、自己存在感や自尊感情を培っていく必要がある。 
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 目指す田川市の学校教育像 

 ◆多様な学習形態の中で子どもたちの学力を伸ばす教育 

 ◆集団の中でお互いを認め合い協力する力を伸ばす教育 

 ◆一人ひとりの子どもたちの個性を伸ばす教育 

 以上のような施策方針のもと、平成２５年度の学校教育の重点施策として、次の４つの

柱を設定した。 

 

 

２ 学校教育の重点施策 

  ⑴ 第Ⅲ期学力向上プロジェクトの推進を図り、教師の指導力の向上を図る。 

  ⑵ 確かな学力、豊かな心、健やかな体の育成に取り組む。 

  ⑶ 地域との連携を図り、特色ある教育活動に取り組む。 

  ⑷ 目指す田川市の教育実現のため、学校再編に取り組む。 

 

⑴ 第Ⅲ期学力向上プロジェクトの推進を図り、教師の指導力の向上を図る。 

ア 学力向上プロジェクトの報告会を実施し、成果と課題の把握をする。 

田川市全体での取組で、児童生徒は学校行事などでその力を発揮するようになっ

た。しかしながら、学力の面では課題も残さている。課題解決へ向けて中学校校区

での取組を強化したい。 

平成２５年度は鎮西校区と中央校区で報告会を実施する。小学校と中学校との連

携を深めながら、授業の改善や家庭学習定着のための取組を行ってきた。その成果

と課題について考察する。また、小学校では６年生まで、中学校では３年生までに、

少人数学級指導や少人数学習指導実施のための教員配置を行いたい。その取組の成

果と課題の把握は、標準学力検査の実施拡大を図りながら検証したい。 

イ 教師の指導力向上へ向けて、研修会の実施とその充実を図る。 

児童生徒の学力を高めるためには、教師の指導力の向上は欠かせない。各校区で

小・中連携のもと教職員研修が行われていることからその充実を図る。「個人カル

テ」の整備や「授業改善の指針Ⅱ」の有効活用を図り、「田川市教科等研究会」に

おいての合同研究の推進を図る。 

⑵ 確かな学力、豊かな心、健やかな体の育成に取り組む。 
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ア 確かな学力の育成に努める。 

子どもたちに基礎的・基本的な内容を確実に身に付けさせ、自ら学び自ら考える

力などの「生きる力」を育むために、授業の工夫改善を図る。そのためには、教師

の力量を高めるための研修の充実を図る。 

学校以外での学習時間については、家庭と連携しながら、学習時間を確保する取

組が必要である。学校で与える課題の出し方などについて工夫していきたい。 

また、教育委員会で行っている「土曜数学まなび塾」では、生徒が意欲的に学習

する姿も見られ成果も上がっていることから、教科の拡大を図りたい。 

イ 豊かな心の育成に努め、人権を大切にする教育を推進する。 

便利な社会の中で育ってきた子どもたちは、その恩恵を受ける代わりに、人間と

しての心の在り方などの面で課題が多いと言われている。こうした課題に対応する

ため、道徳教育や体験活動の充実など、「豊かな心」の育成を図らなければならな

い。 

そのために、他人を思いやる心、生命や人権を尊重する心、自然や美しいものに

感動する心、正義感や公正さを重んじる心、勤労観・職業観など、子どもたちに豊

かな人間性と社会性を育むための教育を実現する。 

学校の教育活動全体をとおして、児童生徒が共生の心を身につけるとともに、自

分らしさや能力を十分発揮し、人権問題を主体的に解決していく力を育てる。 

特に、いじめをなくす取組は重要である。「いじめは人間として絶対に許されな

いこと」を第一の基本認識とさせ、いじめのない学校風土を構築する。 

近年、社会の情報化の中で新たな人権侵害や、虐待などの社会的な問題が起きて

おり、そのような課題に対応する態度や能力を育てる。 

ウ 健やかな体の育成に努める。 

健全な生活習慣と食生活が児童生徒の生きる力の基礎であると捉え、食育、体育

の推進に努める。 

平成１８年度に「田川市立学校食育推進委員会」を立ち上げ、各学校及びＰＴＡ

での取組を進めてきた結果、朝食の欠食率は大きく改善してきた。児童生徒が、食

に関する理解を深め、日常生活で実践していくことができるようにするためには、

地域の教育力を活用しながら指導を行い、学校で学んだことを家庭の食事で実践し

ていく力を育てる。そのために、児童生徒が保護者と協力しながら「自分で弁当を
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作る」などの取組を、ＰＴＡ協力の下にスタートさせたい。 

また、体力・運動能力・運動習慣等の全国調査の結果によれば、本市の児童生徒

の体力、運動能力は、改善は見られるものの課題は残っている。日常の生活習慣や

食生活の改善を図りながら、児童生徒の体力・運動能力の向上に努める。 

そして、課題であった小学校給食時の食器については、アルマイトからＰＥＮ食

器への全面入替えを行い、食習慣の改善を図りたい。 

 

⑶ 地域との連携を図り、特色ある教育活動に取り組む。 

  ア 地域で子どもを育てるという観点から教育機関と地域との連携を深める。 

    子どもたちの健やかな成長は学校と家庭、地域との連携の中で行われるものであ

る。学校でのゲストティーチャーの受入れや、区長会及び校区活性化協議会主催に

よる行事の充実を図り、学校と地域との連携を推進する。 

    本市では、８中学校区にそれぞれの地域固有の歴史・文化的な特性がある。地域

特有の良さや課題について、小学校と中学校が共通理解を深めながら、特色ある教

育活動に取り組んでいく。 

  また、学校サポート協議会、青少年対策室、関係機関・団体と提携して、喫煙・

薬物等の防止や暴力団排除等の指導にあたる。さらにきめ細かな相談体制を確立す

るため、スクールソーシャルワーカーを配置し、学校、家庭、関係機関との提携を

図る。 

イ 幼稚園、保育所（園）、小学校との連携による、子どもたちの基本的生活習慣の

確立と小一プロブレムの解消に努める。 

本市は、平成２６年４月開園を目指し、新しい場所に新しい幼稚園・保育所・子

育て支援センターを建設し、就学前からの子育て及び教育に責任を果たしていこう

としている。子どもにとって集団での教育は幼稚園、保育所がスタートであり、幼

児期の教育はその後の学校教育での子どもの成長に大きな影響を与えるという観点

から、就学前教育と小学校教育が連携を密にし、県立大学の協力の下で子どもたち

の健やかな成長を見守っていきたい。 

  ウ 小学校と中学校との連携により、学習指導の連続性や接続性の円滑化を図り、中

一ギャップの解消に努める。 

    小学校と中学校との連絡会の定例化と定着化を図りながら、学習指導や生活指導
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に関する共通課題の把握に努める。また、小学校と中学校の授業交流や行事の交流

を行い、中一ギャップの解消に努める。 

  エ 本市と県立大学の連携を進める。 

  平成２１年１２月に福岡県立大学において、社会貢献ボランティア支援センター

が開設され、平成２２年１０月には本市と県立大学との包括的連携に関する協定が

結ばれた。すでに県立大学と幼稚園、小学校、中学校との連携は進んでいるが、今

まで以上に田川市内にある教育機関と県立大学との連携を深めていく。 

 

⑷ 目指す田川市の教育実現のため、学校再編に取り組む。 

  ア 猪位金小中一貫校開校へ向けて施設及び教育内容の整備をする。 

    猪位金校区では平成１８年度から小中一貫教育の研究に取り組み、その成果を生

かすべく、平成２６年度開校へ向けて準備を進めている。現在、猪位金校区学校統

合委員会を設置し、地域の要望を取り入れながら検討している。９年間の一貫した

教育課程と学校環境の下で、児童生徒一人ひとりの学力向上と個性を重視した教育

の充実を目指したい。 

  イ 今後の教育を取り巻く環境の変化を見ながら、田川市全体の学校再編に取り組む。 

  平成１８年の田川市立学校適正規模審議会答申の後、平成２１年に船尾小学校と

弓削田小学校を統合し、現在、平成２６年度の猪位金小中一貫校開校へ向けて準備

を行っているところである。 

  これからの児童生徒数の推移や教育環境を考慮すれば、田川市立中学校の再編を

進めなければならず、教育委員会として方向性を決めたところである。今後は、市

民の皆さんの意見や要望、国や県、他自治体の動向を見ながら具体的な再編案を検

討していきたい。 
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３ 社会教育の施策方針 

⑴ 市民の豊かな心と創造力を育む社会教育（３年次） 

本市の長期的なまちづくり指針である「田川市第５次総合計画」がスタートして３年

次を迎える。田川市第５次総合計画基本構想における教育・文化分野の基本目標を「郷

土を愛し豊かな心と創造力を育むまちづくり」と設定し、前期基本計画では社会教育の

施策方針を「市民の豊かな心と創造力を育む社会教育」として取り組んできた。したが

って、基本計画の目標年次である平成２７年度までの５ヵ年はこの施策方針を継続する

ことにしている。 

 

本市の社会教育は、生涯学習の推進を重点施策として位置づけてきた。すべての市民

が生涯にわたって、いつでも自由に学習する機会を通じて人格を磨くとともに、人と人

とのつながり、学んだ成果を地域や社会に還元し、豊かな人生を送ることのできる社会

の実現を目指した生涯学習社会の実現を目指す必要がある。校区活性化協議会を始めと

する関係機関・団体との連携、協力を図り、生涯学習環境づくりに努める。 

 

近年、少子化、核家族化、地域社会における人間関係の希薄化が進展し、青少年に関

する問題が急速に複雑化、多様化している。このような状況の中、将来の田川市を担う

青少年が、安全・安心で健全な環境において、健やかに未来に向かい明るい希望を抱き

ながら、人間性豊かな社会人として成長することは市民すべての願いである。家庭と地

域、さらに学校や行政を含めた関係機関が、三位一体となり緊密な連携のもと、よりよ

い環境の創造と、青少年健全育成及びその支援体制を強化する必要がある。 

 

生涯にわたって自分自身のライフサイクルに適したスポーツを楽しみながら、健康で

生き生きとした生活の営みを組み込んだライフスタイルを求める市民が増えてきている。

より多くの人が自分の好むスタイルでスポーツと関わりを持つことができるようにする

など、市民のスポーツへの想いを実現するための支援や、関連する組織間の連携、協力

体制の整備充実を図る必要がある。 

 

人権をめぐる状況は、予断と偏見による差別事象、差別落書き、情報発信の匿名性を

悪用し他人を誹謗中傷するインターネットによる人権侵害事象など、まだまだ多くの人
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権に関する課題が存在している。この課題をそれぞれの場における学習活動に対応して、

一人ひとりが人権について正しく理解し、自らの生き方に関わる問題として受け止め解

決していくために、関係機関、団体等と協働して、人権を尊重する理念を深めていくよ

うに人権・同和問題に関する教育や啓発を推進していく必要がある。 

 

心豊かな質の高い生活を送ることは、近年の激変する社会情勢の中にあって、人生に

楽しみと潤いをもたらすものとして必要なものである。市民に心豊かな質の高い生活を

送ってもらうため、優れた芸術文化を鑑賞する機会や文化活動に参加できる機会をでき

るだけ多く提供する必要がある。 

 

地域の歴史・伝統・文化財等は、地域のアイデンティティーであり、歴史的にも貴重

な文化遺産を保護して後世へ確実に引き継ぐことが、重要な課題となっている。さらに

は、文化遺産の調査研究を進め、地域の歴史を市民に還元していく学習の素材として活

用することで、ふるさとを知り、ふるさとを愛する心を育んでいく必要がある。 

 

以上のような施策方針のもとに、平成２５年度の社会教育における重点施策は、田川

市第５次総合計画の基本目標を達成するため、前期基本計画に掲げられている次の６つ

の施策を重点施策として継承し取り組んでいくことにした。 

 

 

４ 社会教育の重点施策 

⑴ いつでも、どこでも学べる生涯学習環境をつくる。 

⑵ 社会全体で子どもたちを守り、健やかに育む環境の充実を図る。 

⑶ 生涯にわたり楽しめるスポーツ活動の充実を図る。 

⑷ 自分の人権を守り、他者の人権を尊重する地域社会を創造する。 

⑸ 豊かな心を育む芸術文化活動を支援する。 

⑹ 歴史を受け継ぐ文化遺産を保護・活用する。 

 

⑴ いつでも、どこでも学べる生涯学習環境をつくる。 

ア 校区活性化協議会を基盤とした自主的で充実した地域活動の推進に努める。 



 
９ 

生涯学習の推進と地域の活性化を図るために、「自主的な活動」、「独立した予算」

を特徴とする８つの校区活性化協議会が設立されている。 

当初は各校区での温度差もあったが、ここ数年は一定の成果を得ることができて

いる。今後も継続して、さらに多くの地域住民が参加できる積極的な自主的活動を

推進する必要がある。 

イ 生涯学習の拠点としての公民館活動の推進に努める。 

    市民会館では公民館講座、人材バンク講座、こがねが丘大学（平成２４年度まで）

を開催し、市民の身近な暮らしや地域社会とつながる各種事業や講座などを通じて、

地区公民館での様々な地域活動を推進してきた。今後も、市民のニーズに応じた学

習機会を提供するなど、地域住民と協働し、いつでも、どこでも学べる生涯学習環

境の醸成を図る。 

ウ 図書館機能の充実整備に努める。 

図書館は市民の情報取得の基地であり、また生涯学習を支援する場所として重要

な施設である。利用者ニーズを踏まえ、市民の協力を得ながら図書館機能の充実整

備に努める。また、これからの図書館の在り方について、目指す図書館像を再構築

し、その実現に向けた課題に取り組み、一層効率的な図書館運営の方向性を検討す

る。 

 

⑵ 社会全体で子どもたちを守り、健やかに育む環境の充実を図る。 

ア 青少年の健全育成と家庭教育力向上への支援に努める。 

    青少年を取り巻く社会環境は大きく変化し、学校や家庭のみで解決することが困

難な問題が増え、地域で子どもを育てる体制の確立が必要である。家庭教育に関す

る地域独自の学習会や子育て支援団体等と協力し、市全体の研修会を開催し情報提

供することで、家庭・地域の教育力向上を図る。 

 

⑶ 生涯にわたり楽しめるスポーツ活動の充実を図る。 

ア 生涯スポーツの振興に努める。 

近年のスポーツ活動への意識の高まりに伴い、多様な市民ニーズへの対応や継続

的にスポーツに親しめる環境づくりが求められている。そこで、誰もがスポーツに

親しみ、健康増進を図ることを目的として、地域で生涯スポーツができる環境づく
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りを充実していく。 

イ 高齢者の健康づくりへの支援に努める。 

    保健センター（健康福祉課）は、３０箇所の地区公民館で、高齢者の医療費や介

護給付費の削減のため、健康・栄養講座で健康体操を実施しているが、今後も各校

区活性化協議会、保健センターと連携しながら、高齢者の健康づくりへの支援をす

る。 

 

⑷ 自分の人権を守り、他者の人権を尊重する地域社会を創造する。 

ア 人権・同和問題に関する教育及び啓発の推進を図る。 

    「田川市第５次総合計画」では、「市民が人権についての理解を深めていくととも

に、お互いの違いを認め、人権感覚を踏まえた行動ができる人権のまち田川の実現」

を目指している。人権学習・啓発の更なる充実のため、地域の指導者を育成し資質

向上に向け研修会などを行い、市民の学習ニーズに対応できる体制づくりに力を入

れ、推進を図る。 

 

⑸ 豊かな心を育む芸術文化活動を支援する。 

ア 市民文化活動の充実に努める。 

    豊かな心を育むには、本物の芸術文化に触れる機会が必要である。そのためには、

市民へ芸術文化を鑑賞する機会や自らの文化活動を発表する場を提供する必要があ

る。 

美術館を開放し多種多様な企画展等開催し、市民に親しまれる交流の場として、

文化に触れる場として、また田川文化センターにおいても各種事業を積極的に展開

して、施設利用の促進を図り芸術文化の触れ合いの場の提供を図る。 

 

⑹ 歴史を受け継ぐ文化遺産を保護・活用する。 

ア 「石炭の歴史」の発信と文化財保護に努める。 

    山本作兵衛氏の炭坑記録画などが世界記憶遺産に登録され２年が経過しようとし

ている。この間、保存、修復という大事な課題を課されてきたが、今年度以降にお

いてもこの責任をしっかりと果たす必要がある。また、筑豊田川の石炭産業の歴史

を受け継ぎ後世に伝えるため、炭坑史跡の調査研究を行い、国の史跡指定を目指し
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ていくとともに、有形・無形・民俗文化財等の保存、継承を支援し教育機関との連

携を図り、子どもたちに郷土の誇りと歴史を継承していく。 



 

 

 

 

学 校 教 育学 校 教 育学 校 教 育学 校 教 育 課課課課    
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学校教育課施策及び事業 

 

１ 施策方針 

  家庭や地域社会、経済も含めた社会全体の変化の中、児童生徒を取り巻く環境は厳しさを増してい 

る。子どもの教育に関しては、学ぶ意欲の低下や体力の低下、規範意識の低下などの課題が顕在化して

きている。その中で、様々な課題に対応するため、平成２３年度から始まった「田川市第５次総合計  

画」では、「郷土を愛し豊かな心と創造力を育むまちづくり」を教育・文化の基本構想として、学校教

育の充実と特色ある教育環境づくりに取り組んでいるところである。 

  また、市内の全小・中学校においては、創造的で活力ある学校経営を一層推進するとともに、豊かな

人間性や自ら学び自ら考える力などの「生きる力」の育成を目指し、基礎的・基本的な内容の確実な習

得と、思考力・判断力・表現力の育成のバランスを重視し、個性を伸ばす教育の充実を図り、成果をあ

げてきている。 

  これらの状況と、田川市教育施策の目標理念「自己有用感を育む三位一体の教育」に基づき、平成  

２４年度の学校教育の施策方針である「自己有用感、豊かな心、創造力を育む学校教育」を継承し、平

成２５年度の学校教育の施策方針とする。 

  そこで、学校教育課としては、学校教育の施策方針と新学習要領の基本的な考え方から、次の４点を

基本目標として取組を行う。 

 

 ⑴ 第Ⅲ期学力向上プロジェクトの推進を図り、教師の指導力の向上を図る。 

 ⑵ 確かな学力、豊かな心、健やかな体の育成に取り組む。 

 ⑶ 地域との連携を図り、特色ある教育活動に取り組む。 

 ⑷ 目指す田川市の教育実現のため、学校再編に取り組む。 

 

２ 基本目標 

 ⑴ 第Ⅲ期学力向上プロジェクトの推進を図り、教師の指導力の向上を図る。 

   「学力向上プロジェクト」は第Ⅲ期２年次に入る。これまで小学校と中学校の連携を深めながら取

組を進めてきたところである。その結果、基礎的な学力の定着や、知識を活用し自分の考えを表現す

るなどの面について、依然として課題が残されているが、成果も現れている。 

   学力の向上はすべての教育活動の結果である。学校における工夫ある教育課程の編成・実施や教師
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の指導力向上及び、家庭、地域と結びついた特色ある教育活動の充実を図る。 

   ３５人学級について、国は平成２４年度に続き小学校２年生までの実施となるが、法制化はなされ

ていない。田川市教育委員会としては国の動向を見守りながら、３５人学級の充実・拡大を関係機関

に働きかけていきたい。 

   一方、本市独自の取組では、３５人学級及び少人数指導によるきめ細かな指導について、市費雇用

により小学校は２年生から６年生まで、中学校は全学年で配置する。今後も、効果的な指導及び教職

員配置について検証を行いながら、充実を図る。 

 ⑵ 確かな学力、豊かな心、健やかな体の育成に取り組む。 

   思考力・判断力・表現力を培う言語活動、算数・数学や理科教育、道徳教育、体験活動、外国語教

育、食育、体育等の充実を図り、確かな学力、豊かな心、健やかな体の育成に努める。 

 ⑶ 地域との連携を図り、特色ある教育活動に取り組む。 

   地域社会は、子どもたちが大人や様々な年齢の友人と交流し、自然とのふれあいや遊びなどをとお

して、多様な人間関係を体験するとともに、様々な生活体験・社会体験・自然体験を積み重ねる場で

ある。しかし、近年の少子高齢化が進む社会の中で、家庭や地域における子どもたちの育ち方も変化

してきた。自然体験や生活体験が不足していることから、子どもたちの情操や人間性を育むためには、

学校と家庭、地域との連携は欠かせない。 

 ⑷ 目指す田川市の教育実現のため、学校再編に取り組む。 

   集団での教育は幼稚園・保育所（園）がスタートであり、幼児期の教育はその後の学校教育での子

どもの成長に大きな影響を与える。就学前教育と小学校教育及び中学校教育とが連携を密にし、県立

大学の協力のもとで子どもたちの健やかな成長を見守っていかねばならない。平成２６年度の新園開

園時を目標に、就学前教育の充実を図る。 

   また、学校での教育活動の充実や教育環境の整備の面から、学校の規模適正化について、全校が小

規模校となっている中学校について再編を進める。 

 

３ 重点施策とその具体化 

  基本目標の具現に向けて、学校教育課は以下の取組を推進する。 

⑴ 第Ⅲ期学力向上プロジェクトの推進を図り、教師の指導力の向上を図る。 

  ア 学力向上プロジェクトの報告会の実施、及び課題の把握 

（ア）学力実態調査の実施と課題の把握 
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（イ）課題解決を図る学力向上策の具現化 

（ウ）実態に即した学力向上プランの作成 

（エ）研究の計画・実施・検証 

（オ）プロジェクト報告会の２校区（鎮西、中央）での実施 

  イ 学力向上プロジェクトの充実と、実効ある学力向上 

（ア）学力検査ＣＲＴによる追跡調査の実施（小１年～小６年・中１年・中２年） 

（イ）文部科学省全国学力・学習状況調査の実施と分析活用（小６年・中３年） 

（ウ）福岡県学力実態調査の実施と分析活用（小６年・中３年） 

（エ）「個人カルテ」の作成・活用 

（オ）「授業改善のStrategy」「授業改善の道Advance」「授業改善の指針Ⅰ・Ⅱ」の日常的な活用 

と校内授業研究での積極的活用 

（カ）組織マネジメントの効果的活用による学校組織の機能化・活性化 

（キ）ふくおか学力アップ推進事業との効果的な連携 

（ク）授業時数確保と学習内容の精選による重点化 

（ケ）読書力や計算力等の基礎的学習技能の向上策の推進 

（コ）言語活動の充実による思考力・判断力・表現力の育成 

 ウ 教師の指導力向上へ向けて、研修会の実施とその充実 

（ア）個人の授業力向上に止まらず、組織的な対応を意識した教職員研修の推進 

（イ）子ども自らが考え活動する授業展開の工夫 

（ウ）学力向上に向けた校内授業研究の充実 

（エ）田川市教科等研究会における各教科領域の公開授業研究の実施 

（オ）自己存在感、自己決定、共感的人間関係づくりの視点に立った授業の実施 

（カ）教職員の肯定的評価活動及び指導と評価の一体化 

（キ）教職員の主体的教育実践を育む「自己評価と業績評価」の推進 

（ク）評価基準と評価補助簿の活用による、信頼性・客観性のある目標に準拠した評価の実施 

（ケ）県・市教育委員会及び田川市立教育研究所主催の研修会への積極的な参加 

（コ）田川市立小・中学校における情報機器等の管理に関する要項の徹底 

  エ 市費雇用教職員を活用した少人数学級、及び少人数指導によるきめ細かな指導の実施と検証 

（ア）習熟度別・課題別少人数学習及びＴＴ等多様な学習指導方法の研究 
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（イ）少人数分割授業を可能にするための人的確保 

（ウ）市費少人数学級、指導における成果の検証 

（エ）市費雇用教職員対象の研修会の実施 

⑵ 確かな学力、豊かな心、健やかな体の育成に取り組む。 

  ア 確かな学力の育成 

（ア）基本的な倫理観や規範意識、生命尊重の精神の育成 

ａ 社会ルール遵守や自分の行動への責任等の規範意識の育成 

ｂ 全教育活動をとおした道徳教育の推進 

ｃ 豊かな体験に根ざした道徳教育の推進と基本的生活習慣の育成 

ｄ 道徳の時間の内容の充実と時間の確保 

（イ）豊かな情操を育む読書活動の推進 

ａ 学力向上プランへの位置づけと読書指導の推進 

ｂ 国語科を中心とした読書指導の充実・改善 

ｃ 朝読書等の常時活動の充実 

ｄ 読書ボランティア等の有効活用 

   （ウ）基礎・基本の学力定着と、思考力・判断力・表現力の育成 

     ａ 言語活動の充実を図る授業展開 

     ｂ 体験的・問題解決的な学習の充実 

     ｃ 朝学習の時間などを活用した基礎学力向上の取組 

     ｄ 家庭と協働した学習習慣定着への取組 

ｅ 実施教科拡大による休日学習推進事業の充実 

  イ 豊かな心の育成と人権を大切にする教育の推進 

   （ア）地域の教育資源を生かした総合的な学習の時間での主体的な学びの実現 

ａ 地域の特色を生かしたボランティア体験や福祉体験、自然体験学習等の推進 

ｂ 人と人とのふれあいの体験によって、社会に役立って生きる価値の習得 

ｃ 体験活動の内容充実及び学年間・学校間・教科間での系統化 

ｄ 特別支援学校や福祉施設などとの交流活動や社会貢献活動の推進 

   （イ）キャリア教育による基礎的・汎用的能力（人間関係形成・社会形成能力、自己理解・自己管

理能力、課題対応能力、キャリアプランニング能力）の育成 



１６ 

 

     ａ 学校や家庭、地域と協働した勤労観・職業観の育成 

     ｂ 進路指導の全体計画作成と指導体制の確立 

     ｃ 低学年からのキャリア教育の推進 

   （ウ）多様な文化や考え方を認め合う共生の心と力の育成 

     ａ いじめ等のない温かな人間関係の醸成 

     ｂ 「かがやき」「しなやか」「あおぞら」「心のノート」等の積極的活用 

     ｃ 地域の歴史や人々の生き方をとおして人の尊厳を学び合う学習の充実 

     ｄ ＰＴＡ活動や地域活動と連動した人権・同和問題の啓発活動 

   （エ）児童生徒の発達段階に応じた指導方法や指導体制の工夫と充実 

     ａ 人権・同和教育に関する組織の確立と、教職員研修の充実・強化 

     ｂ 人権・同和教育の視点に立った教育活動の推進 

     ｃ 「人権教育の指導方法等の在り方について（第三次取りまとめ）」の実践 

  ウ 健やかな体の育成 

（ア）健全な食習慣の育成をとおした心と体の健康づくりの推進 

ａ 食事環境の充実、望ましい食習慣の形成 

ｂ 養護教諭や学校栄養職員等による健康と食に関する指導の充実 

ｃ 小学校給食におけるＰＥＮ食器への全面入替えによる食習慣の改善 

（イ）「田川市立学校食育推進委員会」による健康概念育成と食育の改善指導の推進 

     ａ 各種実態調査などのデータの分析による課題の明確化 

     ｂ ＰＴＡや地域への啓発をとおした家庭における食育への支援 

（ウ）健やかな体を育てる健康教育の推進 

     ａ 薬物の乱用防止、性、エイズ等に関する健康安全教育の推進 

     ｂ 田川市小学校陸上記録会における運動能力の向上と体力づくりの推進 

     ｃ 学校保健委員会の計画的・組織的な健康教育の推進 

     ｄ 交通安全教室や防犯・防災教室等、安全指導の充実 

（エ）目標を持ち自主的活動を促進する教科や部活動の充実 

ａ 校外宿泊活動の積極的・効果的な実施 

ｂ 青少年アンビシャス運動の活用 

ｃ 運動部活動への外部講師の積極的活用（体力アップアドバイザー事業） 



１７ 

 

ｄ 学校間や地域との連携を指向した開かれた学校づくり 

 ⑶ 地域との連携を図り、特色ある教育活動に取り組む。 

   ア 各校区の教育課題の克服を目指し、教育機関と地域との連携の深化 

   （ア）学校・ＰＴＡ・校区活性化協議会・学校評議員等による連絡会の実施と校 

区課題の共有化 

   （イ）学校評価の公開による住民の意向把握と改善システムの構築 

   （ウ）いじめ、不登校、薬物乱用などの問題解決に向けての連携 

   （エ）スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）を活用した家庭・地域・学校環境の改善 

   （オ）ＰＴＡとの連携による教育環境づくり 

   （カ）ＰＴＡや地域との校区安全マップ等の共有と子どもを守るための活動の推進 

   （キ）ホームページ、学校だより等による家庭・地域への情報発信 

   （ク）教育力向上福岡県民運動の推進 

   イ 幼稚園・保育所（園）・小学校の連携による、子どもたちの基本的生活習慣の確立と小一プロブ

レムの解消 

   （ア）幼稚園・保育所（園）・小学校の連携による就学前教育の推進 

  （イ）子どもたちの生活リズムに関する情報提供と改善への支援 

 （ウ）平成２６年度設置予定の新園の経営の検討 

     ａ 理念、目標、目指す子ども像等の検討 

     ｂ 新園での組織、機能、教育内容の検討 

（エ）幼稚園教育課程の実践的研究による教育内容の充実 

ａ 幼稚園教職員の指導力の向上を図る研修活動の充実 

ｂ 保護者の要望のくみあげや保育活動の充実、幼稚園の教育環境の整備 

  ウ 小学校・中学校の連携による、学習指導の連続性や接続性の円滑化と、中一ギャップの解消 

   （ア）小・中授業交流会及び授業研究会による課題の共有と克服 

   （イ）小・中連絡会や校区プロジェクトによる共通課題の明確化 

   （ウ）“新”家庭教育宣言等の継続的な取組をとおした家庭教育への支援 

   （エ）学校が主体となった教育力向上福岡県民運動の推進 

   （オ）全小・中学校における「児童生徒の規範意識育成事業」の推進 

   （カ）家庭学習や学習習慣、主体的な読書習慣の形成 



１８ 

 

  エ 幼稚園・保育所（園）・小学校・中学校と県立大学との連携の深化 

  （ア）小一プロブレムの克服を目指す就学前学習会の実施 

  （イ）小学校教育課程を見通した内容の重点化 

 ⑷ 目指す田川市の教育実現のため、学校再編に取り組む。 

  ア 猪位金小中一貫校開校へ向けて施設及び教育課程の整備 

   （ア）猪位金校区学校統合委員会での一貫校設置に向けた取組 

     ａ ９年間を見通したカリキュラムを作成・実施することにより、発達段階に応じた計画的・

継続的な学習指導及び生活指導の充実を図る 

     ｂ 地域社会と連携した特色ある学校づくりを推進し、魅力ある学校とする 

     ｃ 豊かな心づくりを、ふるさと田川を教材に進める 

   （イ）田川市全体の学校規模適正化を目指す校区再編についての検討 

     ａ 校区再編基本方針に基づく校区再編 

     ｂ 通学区域の矛盾を解消する校区再編 

 

４ 継続課題及びその関連事業 

 ⑴ 特別支援教育の充実 

ア 特別支援教育の充実を目指した諸条件の整備や教職員研修の深化 

 （ア）ふくおか就学サポートノートの利用等、特別支援教育支援員制度を有効活用できる学校体

制の確立 

   （イ）発達障害等支援を必要とする子どもの実態の把握と、個に応じた教育の推進 

   （ウ）発達障害等に対応した通級指導教室の内容の充実 

イ 個に応じた適切な個別の教育支援計画及び個別の指導計画の作成による特別支援学級の経営 

（ア）社会性の育成や基礎的な学力の向上 

（イ）小・中学校特別支援学級宿泊訓練の効果的な実施 

⑵ 社会の変化に対応した教育の推進 

ア 教育の情報化の推進 

（ア）コンピュータやインターネット等の授業での活用の推進 

（イ）情報活用能力や情報モラルの育成 

（ウ）「ネットワークの教育利用にあたってのガイドライン」の遵守 



１９ 

 

イ 国際理解教育の推進及び外国語教育の充実 

（ア）英語指導助手の活用による実践的コミュニケーション能力の育成 

（イ）留学生・外国籍地域住民等の積極的活用と国際理解教育の推進 

（ウ）小学校外国語活動の充実 

⑶ 田川市放課後児童健全育成事業の実施 

  ア 放課後児童の健康管理、安全確保、情緒の安定 

  イ 遊びの活動への意欲と態度の育成 

  ウ 遊びをとおしての自主性、社会性、創造性の育成 

  エ 放課後児童の遊びの活動状況の把握と家庭との連携 

  オ 放課後児童の学習習慣の定着を目指した学習支援 



２０ 

 

教育研究所施策及び事業 

 

１ 施策方針 

  田川市立教育研究所設置条例に示されている「田川市の教育事情に即した各教育問題の改善・進捗

を図るため、田川市立教育研究所を設置する」との趣旨及び田川市教育委員会、教育研究所運営委員

会の意を体して、本市教育施策の推進並びに学校教育・社会教育の問題解明と充実に資することを目

指す。 

  そのため、教育委員会事務局、教育の現場との連携を密にし、教育に関する調査研究、及び各種事業

を実施する。 

 

２ 重点施策とその具体化 

 ⑴ 教職員の資質向上を目指した研修会等の充実を図る。 

  ア 委嘱研究員を募り実践研究の深化を図るとともに、研究サークルの育成を推進し、研修活動へ

の助言と援助に努める。また、筑豊地区教育研究所連絡協議会の主催する教育実践研究研修会の

充実を図り、研究員の資質向上に寄与する。 

  イ 教職員の研修意欲を高めるため、教育実践研究の募集、及び所感集の発刊を行う。また、教育

実践研究応募者や長期研修員の研究成果を、教育委員会が実施する教育研究発表会をとおして公

表する。 

  ウ 教職員の研修意欲の向上と実践をとおした教育課題の克服に寄与するため、田川市教科等研究

会の運営に参画する。 

エ 教育課題の認識と課題解決意識の育成や指導技術の向上を図るため、教育講演会や実技講習会

を開催する。 

オ 研究員１名を指導主事兼任とし、学校教職員への指導助言をより効果的に行う。 

⑵ 調査研究の充実を図り、教育課題解決のための手立てとしての資料提供に努める。 

ア 研究所運営に関するアンケート調査等をとおした要望や、教育現場の教育活動推進に関する要

望を踏まえた調査研究を実施する。また、学校教育及び生涯学習の充実を期する調査研究や、教

育行政施策推進上の教育課題克服に関する調査研究を行う。 

⑶ 学校・学級不適応や生徒指導上の諸課題への対応の充実を図る。 

ア 適応指導教室の運営と不登校問題への対応を充実する。 



２１ 

 

  イ 関係学校、県立大学、福岡教育大学等との連携を深め、教育相談の充実を図る。 

  ウ 生徒指導上の諸課題を整理し、教育現場に提供することをとおして、学校における生徒指導の

充実を図る。 

⑷ 資料センターとしての機能を充実する。 

ア 既存教育図書及びビデオ教材等の整理、新規資料の充実を図るとともに、関係機関等の研究紀

要（ＣＤ）も含め、その活用化を図る。 

イ 事業や研究の事績を取りまとめ、実績報告書を発行するとともに、随時、広報誌（紙）を発行

する。また、ホームページを作成し、広報活動を行う。 

⑸ 学校と連携して、児童生徒の学習意欲を喚起する自由研究活動を実施する。 

⑹ 公的機関紙等をとおして、家庭や地域の教育力を高める啓発活動を行う。 

 ⑺ 福岡県教育研究所連盟等関係機関・団体と連携して、諸事業の充実に寄与するとともに、本市教

育の充実に資する。 
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２２ 

 

教育総務課施策及び事業 

 

１ 施策方針 

近年における少子化や核家族化などの社会環境の変化に伴い、子どもたちを取り巻く環境は大きく

変化しており、公立学校に対する社会各方面からの期待や要望は大きく、また多岐にわたっている。 

これらのニーズに対応するためには、学校と家庭、地域が一体となった取組が必要不可欠であり、

特に教育環境の整備は、こうした現代社会の激しい変化に対して柔軟な対応が求められている。 

次世代を担う幼児・児童・生徒が心身とも健やかに育つように、安全面・健康面に十分に配慮する

とともに、地域と一体となった教育施設の環境整備が必要である。 

教育の機会均等及び水準を確保するためにも、安心して学校生活を送れるよう教育環境を整備する

ことは必須条件と考える。 

そこで、教育総務課としては、次の教育環境の整備を今年度の重点施策として設定する。 

 

⑴ 地域との連携を図り、特色ある教育活動に取り組む。 

⑵ 目指す田川市の教育実現のため、学校再編に取り組む。 

 

２ 重点施策とその具体化 

⑴ 地域との連携を図り、特色ある教育活動に取り組む。 

ア 地域で子どもを育てるという観点から教育機関と地域との連携を深める。 

全国的に、教育現場や登下校時における児童生徒を狙った事件が発生している。事件の発生 

状況をみると、行政や学校の施設面の取組だけでは限界があり、児童生徒に対し、家庭や地域、

関係団体が一体的となった安全確保の取組が重要である。 

本市では、平成１７年度から従来の小・中学校の夜間の学校施設警備に加え、犯罪の抑止対策

として、各小学校児童の下校時に警備会社による巡回警備を実施しており、今年度も引き続き警

備会社による巡回警備を実施する。 

また現在、警備会社による巡回と並行して、生涯学習課が所有する青色パトカーによる市内巡

回や地域の自主防犯活動による防犯パトロールも行われており、児童生徒や地域の安全確保が期

待できる。 

  イ 幼稚園、保育所（園）、小学校との連携による、子どもたちの基本的生活習慣の確立と小一プロ

ブレムの解消に努める。 



２３ 

 

就学前教育の充実を図るため、平成２６年４月の開園を目指して、新園（後藤寺幼稚園と伊田

幼稚園の統合幼稚園）の整備を進めており、本年度は建築工事を実施することとしている。 

本事業の実施にあたっては、保護者などで組織する「新園機能在り方協議会」において、新園

の機能や活用方法などについての協議、検討を行い、こうした関係者からの意見を可能な限り反

映させることとしている。 

⑵ 目指す田川市の教育実現のため、学校再編に取り組む。 

ア 猪位金小中一貫校開校へ向けて施設及び教育内容の整備をする。 

教育内容の充実と教育環境の整備を図るため、そのモデル校として猪位金校区に施設一体型の

小中一貫校を平成２６年４月の開校を目指し整備を進めており、本年度は建築工事を実施するこ

ととしている。 

本事業の実施にあたっては、地元関係者などで組織する「猪位金校区学校統合委員会」におい

て、小中一貫校に必要となる施設や教育内容などについて協議、検討を行い、この検討結果内容

については、小中一貫校整備計画へ可能な限り反映させることとしている。 

３ 継続課題及びその関連事業 

⑴ 学校施設の有効活用 

学校施設は児童生徒が教育を受ける場としてだけでなく、地域コミュニティの場としても重要な

役割を担う地域の財産である。 

このようなことから、学校がより地域に開かれた存在となるために、学校施設の開放など地域行

事への積極的な活用を図る。 

 ⑵ 学校の適切な維持管理 

ア 学校施設の改修 

学校施設は、昭和５７年前後に建築したものが多く、経年劣化が進んでいることから、定期的

に施設や設備の点検を実施し、必要に応じて改修を行う。 

イ 特別支援教育対象者への対策 

障害を持った児童生徒が入学等する場合の対策として、学校施設の現況やその障害に応じ、ス

ロープの設置や手摺の取り付け等、学校のバリアフリー化を進めており、引き続き必要に応じて

同様の対応を行う。 

⑶ 防災対策のための施設整備 

ア 後藤寺小学校屋内運動場天井下地等補強工事の実施 

各小・中学校の屋内運動場は、災害時の児童生徒等の安全確保はもとより、地域コミュニティ
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の中心として、また防災拠点の役割や災害時の避難所としての機能を持つことから、つり天井等

の落下防止工事を実施する。 

イ 太陽光発電システムの自立運転と蓄電機能付加工事の実施 

災害時の停電に備えて、現在、伊田・後藤寺両小学校に設置している太陽光発電設備に、自立

運転と蓄電機能を付加するための工事を実施する。 

⑷ 小学校給食の設備整備 

安全・安心で安定した学校給食を運営するため、老朽化したガス回転釜やガス式炊飯器等、給食

器具の更新を行う。 



    

    

    

    

生 涯 学 習生 涯 学 習生 涯 学 習生 涯 学 習 課課課課    
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生涯学習課施策及び事業 

 

１ 施策方針 

本市では、「郷土を愛し豊かな心と創造力を育むまちづくり」を第５次総合計画の基本目標にして、

「市民の豊かな心と創造力を育む社会教育」施策を平成２７年度まで継続して推進することにしてい

る。 

最初に、すべての市民が生涯にわたって、いつでも自由に学習する機会をとおして、人と人とのつ

ながり、学んだ成果を地域や社会に還元し、豊かな人生を送ることのできる社会の実現を目指した生

涯学習環境づくりを基本方針とする。 

次に、市民一人ひとりが人権について正しく理解し、自らの生き方に関わる問題として受け止め解

決するために人権・同和問題に関する教育や啓発を推進し、人権を尊重することのできる「人権のま

ちたがわ」の実現を目指す。 

また、青少年に関する問題が複雑化・多様化している中、将来の田川市を担う青少年が明るい希望

を抱きながら、人間性豊かな社会人に成長するため、家庭と地域、学校・行政などの関係機関が連携・

協力して青少年育成に努める。 

さらに、市民の誰もが、健康で生き生きとした生活を営むため、ライフステージに応じた生涯スポ

ーツを実現するため、環境の整備に努める。 

そこで、生涯学習課としては、本年度も次の４つを重点施策として設定する。 

 

⑴ いつでも、どこでも学べる生涯学習環境をつくる。 

⑵ 自分の人権を守り、他者の人権を尊重する地域社会を創造する。 

⑶ 社会全体で子どもたちを守り、健やかに育む環境の充実を図る。 

⑷ 生涯にわたり楽しめるスポーツ活動の充実を図る。 

 

２ 重点施策とその具体化 

⑴ いつでも、どこでも学べる生涯学習環境をつくる。 

ア 校区活性化協議会を基盤とした自主的で充実した地域活動の推進に努める。 

住民が自ら考え、自らの手で創意と工夫に満ちた地域活動を展開し、活力あふれる「生涯学習

まちづくり」を目指して、平成１０年度に市内８中学校区に「校区活性化協議会」を設立した。

各団体や組織を「校区活性化協議会」という一つの組織に統合し、それぞれの機能を発揮しなが
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ら連携協力し、校区住民の自主性・主体性を生かした事業を展開している。 

今後は、地域住民の一人ひとりが協議会の一員としてさらに多くの地域活動に参加し、身近な

生活課題や地域課題の解決のため、自ら地域活動の基本方針と事業計画・予算を立て、連帯感あ

ふれる地域づくりを目指すことが重要である。 

各校区活性化協議会の活動に地域性を出し、レベルアップを図るため、各部会における女性の

参画や事業実施における創意工夫、補助金の有効活用を推進し、さらなる発展を目指す。 

（ア）組織の基本体制の維持（公民館部会、青少年育成部会及び福祉部会の３部会での構成） 

（イ）「男女共同参画プラン」と連動した女性の参画の推進 

（ウ）地域と学校との協働による特色ある連携事業の推進 

（エ）地域における家庭教育力の向上を目指した事業の推進 

（オ）子どもの安全確保・青少年の非行防止を中心とした青少年対策室事業の推進 

（カ）地域内のネットワーク構築と社会福祉活動事業の推進 

（キ）広報活動の活発化と事業の促進 

イ 生涯学習の拠点としての公民館活動の推進に努める。 

市民会館（中央公民館）では、市民の身近な暮らしや地域社会とつながる活動を展開し、憩い

の場、仲間づくりの場、地域づくりの場として多様な役割を果たし、生涯学習推進の拠点として

の使命を担っている。 

これまで生涯学習に関わる各種事業及び公民館講座の開設、人材バンク事業の推進などに取り

組むとともに、地区公民館や校区における公民館活動を推進してきた。 

また、これらの事業、活動の実践発表の場として昭和４７年から「公民館まつり」に取り組ん

できたが、平成６年度からは全市的な『まつり』としての、「田川市公民館まつり」を開催してい

る。 

地区公民館は、地域住民の課題解決のための学習の場であると同時に、人間関係を深めるコミ

ュニティの場であることから、公民館活動の活性化を図り、活力ある地域社会の実現を目指して

いる。 

今後は、事業の一層の充実、発展を図りながら、地域住民と協働し「いつでも、どこでも学べ

る生涯学習環境をつくる」を理念に、各種事業を推進する。 

（ア）市民会館（中央公民館）の役割 

ａ 年次計画による施設の改修及び整備並びに機能の充実 

ｂ 各施設や団体との連携、生涯学習の推進 
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ｃ 貸館事業など利用サービスの向上 

ｄ 人材バンク事業 

（ａ）指導者の発掘・養成、人材派遣活動の推進 

ｅ 公民館講座の開設、運営 

（ａ）学習成果を社会に還元 

（ｂ）小・中学校等との世代間交流の推進 

ｆ 「田川市公民館まつり」の開催 

（イ）地区公民館の役割 

ａ 住民の自治能力の向上 

ｂ 公民館活動を通じた地域住民の学習意欲の高揚 

ｃ 地域の実態に即した事業の展開 

ｄ 世代間交流事業の推進 

ｅ 優れた人材の発掘と協力組織の確立 

ｆ 環境美化等ボランティア活動の推進 

⑵ 自分の人権を守り、他者の人権を尊重する地域社会を創造する。 

ア 人権・同和問題に関する教育及び啓発の推進を図る。 

２１世紀は「人権の世紀」といわれている。しかし、歴史的・社会的背景や性別・障害・国籍

などを理由とする偏見や差別が依然として根強く存在している。 

これらの課題を解決していくために、「市民が人権についての理解を深めるとともに、お互いの

違いを認め、人権感覚を踏まえた行動ができる人権のまち田川の実現」を目指し、同和問題をは

じめとする一切の差別をなくしていくための人権・同和教育を展開していかなければならない。 

今後は、学習啓発機会の一層の充実、指導方法や学習教材の開発・提供、指導者の資質向上、

市民の学習ニーズに対応できる体制づくりの推進を図る。 

（ア）人権・同和教育事業及び啓発活動 

  a 地域指導者育成の人権（同和教育）研修会実施 

b 地区公民館等人権・同和教育講座及び同和問題啓発強調月間（７月）に合わせて中央講座

の実施 

c 社会参加促進支援事業の実施 

d 少年期人権啓発推進事業の実施 

e 社会教育指導員・相談員の設置 



 ２８

f 人権フェスタなどの開催及び人権ポスターの展示 

g 社会同和教育推進のネットワークの整備 

⑶ 社会全体で子どもたちを守り、健やかに育む環境の充実を図る。 

ア 青少年の健全育成と家庭教育力向上への支援に努める。 

青少年を取り巻く社会環境は大きく変化し、その問題も深刻化している。いじめや不登校に加

え、ニート、ひきこもりなどの自立や社会参加ができない問題や、リストカットなどをはじめと

した自傷行為、ネグレクトを含む虐待、携帯電話やインターネットの普及によるメールや掲示板

への書き込みなどの暴力によって、青少年の命や生きる権利が危険に脅かされている。 

これらの問題は、学校や家庭のみで解決することは困難であるが、人と人とのつながりが希薄

化した社会の中で地域コミュニティの教育力も低下している。 

このような問題解決を目指し、「ふるさとたがわ」を愛する心を持った人間を育むために、０歳

から若者までを取り巻く教育、教育機関・家庭・地域が一体となり、さらには、関係行政機関・

各種団体などと連携して、保護者の啓発、健全育成事業の実施、環境浄化対策及び補導相談活動

を推進しなければならない。 

また、子どもたちの社会性、自主性及び協調性を伸ばし、「生きる力」を育むために、平成２１

年度から教育力向上福岡県民運動の一環として、小学生を対象に地区公民館を活用した通学合宿

を実施している。 

（ア）青少年健全育成支援推進事業 

ａ 青少年育成連絡協議会及び田川市まちぐるみ子ども安全連絡会議の事務局として関係行

政機関・団体との連携 

ｂ 田川市「少年の主張」大会の実施 

ｃ 事故防止施策及び街頭啓発活動の実施 

ｄ 福岡県青少年健全育成条例に基づく書店、コンビニ、無人販売機などへの立入調査 

ｅ 青少年対策室の充実と関係機関・団体との連携 

ｆ 子ども会育成会連絡協議会・田川市ＰＴＡ連合会・ボランティアサークル・子育てネット

ワークなどの活動支援 

ｇ 地域活動指導員による指導と助言による「通学合宿」と夏休み子ども体験学習事業（たが

わトコナツＫＩＤＳ）の実施 

（イ）家庭教育力向上への支援 

ａ 乳幼児の保護者を対象とした子育てに関する「０歳期教育」親子教室の実施 
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ｂ 地区公民館での家庭教育講座の開催 

ｃ 市主催による家庭教育講座の開催 

ｄ 子育てボランティアグループへの活動支援 

ｅ 田川市学力向上プロジェクト事業との連携 

⑷ 生涯にわたり楽しめるスポーツ活動の充実を図る。 

ア 生涯スポーツの振興に努める。 

生涯スポーツ社会の実現には、地域におけるスポーツ、学校における体育・スポーツ、競技ス

ポーツ等、市民の多様なスポーツによる自己実現を支援する必要があり、関連する組織間の連携・

協力体制の整備・充実が求められている。 

また、地域住民のスポーツ活動に関する意識が高まり、スポーツライフも多様化する中、誰も

がそれぞれの年齢、体力、技術、興味、目的に応じて「いつでも、どこでも、いつまでも」スポ

ーツを継続的に親しむことができる環境づくりが必要である。これらのニーズに応えるために、

田川市体育協会を中心とした関係機関・団体の協力のもと、中学校校区を基盤に「総合型地域ス

ポーツクラブ」を設立し、地域住民の自主的・自発的なクラブの組織化や定着化を進めている。 

（ア）体育・スポーツの推進 

ａ スポーツ推進審議会等、関係機関の協力による市民スポーツの浸透 

ｂ 市民の体位向上と健康維持・増進 

ｃ スポーツ推進委員の資質向上と活動促進 

（イ）総合型地域スポーツクラブ事業の推進 

ａ 田川市総合型地域スポーツクラブの推進による地域住民の自主性促進、スポーツの基盤整

備、競技スポーツの向上 

（ウ）各種スポーツの振興 

ａ 各種スポーツ教室の開催 

ｂ スポーツ少年団の普及と育成及び活動の活性化 

ｃ 市民体育大会、県グラウンドゴルフ交流大会等の実施 

        ｄ 県民体育大会総合開会式（バレーボール競技）の実施 

（エ）社会体育施設の整備・充実等 

ａ 年次計画による施設の改修及び整備並びに機能の充実 

ｂ 指定管理者との連携による管理・運営 

  イ 高齢者の健康づくりへの支援に努める。 
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    保健センター（健康福祉課）は、３０箇所の地区公民館で、高齢者の医療費や介護給付費の削減

のため、健康・栄養講座で健康体操を実施しているが、今後も各校区活性化協議会、保健センター

と連携しながら、高齢者の健康づくりへの支援をする。 

   （ア）校区活性化協議会及び保健センターとの連携による地区公民館での高齢者の健康体操教室等

の普及 

 

３ 継続課題及びその関連事業 

⑴ 公民館・スポーツ係 

ア 校区活性化協議会 

（ア）地域住民による地域活動の活性化及び啓発活動 

（イ）課内での評価検証と人口・公民館数・均等割に応じた補助金配分率の適正化 

（ウ）職員１人１校区担当制の維持 

（エ）会計処理の均一化と適正な補助金管理 

（オ）自主財源の確保と行財政改革に呼応した補助金の効率的執行 

（カ）子どもの安心・安全を守る活動との連携 

（キ）地域の人材の育成及び発掘等、人的資源の確保と役員の役割分担の適正化 

イ 老朽化した市民会館の大規模改修・整備 

 （ア）空調設備及び照明設備の更新 

 （イ）エレベーター改修 

ウ 地区公民館活動 

（ア）地域のコミュニティセンターとしての機能の充実 

（イ）地区公民館建設（増築・改修を含む）助成措置 

（ウ）公民館等連絡協議会との連携及び各種研修会・教室の開催 

（エ）「生きがい公民館事業」（健康福祉課所管事業）の支援 

（オ）各集会所及び公民館未設置地域の組織の確立、条件整備 

エ 社会体育施設の改修・整備 

 （ア）総合体育館屋根防水工事 

 （イ）市民プール濾過機更新及びポンプ整備 

オ 人材バンク事業（４月～３月） 

カ 公民館講座（４月～３月） 
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キ 公民館まつり（１０月１３日） 

ク 貸館業務 

ケ 地域だより発行（毎月広報の１５日号に１ページ掲載） 

コ 市民体育大会（総合開会式）（１０月１３日） 

サ 県民体育大会総合開会式及びバレーボール競技（９月２１日、２２日） 

シ 総合型地域スポーツクラブ事業 

（ア）田川市体育協会が指導する後藤寺スポーツクラブ、ＥＡＳＴクラブ、いのっこクラブ、Ｌ＆

Ｓクラブ及び中央スポーツクラブへの支援 

ス ニュースポーツの普及・振興 

セ 少年野外活動 

（ア）少年カヌー教室（５月２５日、６月１日）、及び川下り（６月８日） 

（イ）スポーツ少年団のジュニアリーダー養成講習会への参加 

ソ 地域スポーツ指導者養成講習会の実施 

タ 泳げない小学生（１年生～３年生）を対象とした水泳教室の実施 

チ 「地域スポーツとトップスポーツの好循環プロジェクト」事業の実施 

⑵ 学習振興・人権教育係 

ア 人権学習・啓発機会の一層の充実 

イ 地域コミュニティの教育力の向上 

ウ 学校・家庭・地域住民などの相互の連携・協力 

エ 青少年を取り巻く社会環境の変化と問題の深刻化による支援体制の確立 

オ 市民の学習ニーズに対応できる体制 

カ 人権・同和教育「中央講座」の開催（８月） 

キ 田川市子ども会中央球技大会の実施（８月１８日） 

ク 「少年の主張福岡県大会」への参加（８月２４日） 

ケ 「０歳期教育」親子教室の開催（９月から１０月） 

コ 福岡県同和教育研究大会の開催（１０月１９日） 

サ 田川市「少年の主張」大会の実施（１１月１６日） 

シ 田川市子どもカルタ大会の開催（１２月１日） 

ス 人権フェスタｉｎたがわの開催（１２月８日） 

セ 成人式の開催（１月１２日） 
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ソ 「少年の主張」田川地区大会の実施（２月１日） 

タ 青少年健全育成街頭啓発の実施 

チ 地区公民館等自主研修会の開催 

ツ 識字学級の開設 

テ 子ども会地区学習の実施 

ト 青色パトカーによる巡回活動の実施 

ナ 夜間街頭補導活動（夜間パトロール）の実施 

ニ 書店、コンビニ、無人販売機などへの立入調査の実施 

ヌ 地域指導者育成の人権（同和教育）研修会実施 

ネ 地区公民館人権・同和教育講座の実施 

ノ 地区公民館平和教育講座の実施 

ハ 地区公民館・市主催の家庭教育講座の実施 

ヒ 老朽化した教育集会所の改修工事の実施 

フ 通学合宿の実施（４泊５日） 

ヘ 夏休み子ども体験学習事業（たがわトコナツＫＩＤＳ）の実施（４日間） 

 



    

    

    

    

文 化文 化文 化文 化 課課課課    
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文化課施策及び事業 

 

１ 施策方針 

文化は、人と人との心のつながりや相互に理解し尊重しあう土壌を提供するものであり、心のより

どころとなるものである。 

近年、生活意識や価値観が多様化する中にあって、人々は単なる利便性や効率性だけでない、快適

さや心地よさといった本当の豊かさを必ずしも実感できていない。このような現状で、人々が、心豊

かな質の高い生活を送るためには、精神的な満足感をもたらす文化的な要素が重要になってきている。 

しかし、本市においては市民が必ずしも豊かな心を育む環境に置かれているとはいえない。このよ

うな状況において、伝統文化や地域の歴史文化に対する理解や、それらを大切にする心の教育が大変

重要となる。また、学校や地域社会における子どもたちの文化活動や鑑賞の機会をより一層充実する

ことが必要である。 

このことから、本市としても学校や家庭、地域の場において、多くの市民が優れた芸術文化や伝統

文化に接することができ、文化活動に参加できるような機会を拡充していく必要がある。さらに、先

人たちの努力によって培われてきた貴重な文化遺産を受け継ぎ、大切に守り育て、次代に伝えていく

ことも必要である。 

文化の担い手は、市民一人ひとりであり、市民が自主的に文化活動に関わることができる環境を整

備・構築することが、地域文化を生かしたまちづくりにつながる。 

そこで、文化課としては、第５次総合計画の基本目標「郷土を愛し豊かな心と創造力を育むまちづ

くり」を目指して、次の３つを本年度の重点施策として設定する。 

 

 ⑴ 豊かな心を育む芸術文化活動を支援する。 

⑵ いつでも、どこでも学べる生涯学習環境をつくる。 

⑶ 文化遺産と歴史を未来に受け継ぐ。 

 

２ 重点施策とその具体化 

⑴ 豊かな心を育む芸術文化活動を支援する。 

ア 市民文化活動の充実に努める。 

（ア）田川文化センター・田川青少年文化ホール 

田川文化センター・田川青少年文化ホールは芸術文化振興の拠点施設として、市民が気軽
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に文化活動に参加でき、高齢者や障害者に優しい施設として、環境づくりに努め、整備を行

っている。 

また、平成１９年４月１日から、指定管理者制度を導入し、住民サービスの向上及び経費

節減に努めている。 

ａ 市民文化祭 春季４月～５月、秋季１０月～１１月（一部前後月を含む） 

市民の芸術文化活動である創作発表会をとおして団体相互の交流を促進するとともに、

市民文化の高揚を図るため、民舞、書、絵画等各団体が繰り広げる市民文化祭を開催する。 

ｂ 芸術文化体験事業 

地域の芸術文化活動の向上発展に資するため、関係機関や文化団体などと協力連携して

優れた舞台芸術、公演などの招聘に努めている。日頃、接することの少ない優れた本物の

舞台芸術を体験する機会を設けることで、青少年のゆとりある心と豊かな感性を引き出

し、文化に対する理解の充実を図る。 

ｃ 懐かしの名画祭 

文化庁より優れた懐かしの名画を誘致し、市民に映画鑑賞の機会を提供する。 

ｄ こども音楽祭 

市内園児、小・中学校の児童生徒、一般市民による楽器演奏、吹奏楽、合唱など日頃の

練習成果を発表する場を提供し、園児から大人まで相互の音楽交流と発展に努める。 

ｅ 文化団体の育成 

（ａ）文化振興基金 

文化団体の育成を図り、文化活動が市民に定着するよう支援し、市民の自主的な

芸術・文化活動などを奨励するため「田川市文化振興基金」の効率的な運用を図る。 

（ｂ）田川文化連盟 

田川文化連盟は６５年の歴史を持ち、その活動をとおして資質の向上と地域文化

の充実発展に努めており、独自の取組も行ってきている。 

今後はさらに関係団体を支援し、連携強化を図りながら地域に受け継がれた伝統

文化、特色ある地域文化の育成に努める。 

（イ）美術館 

ａ 魅力ある企画展の開催 

「英展」をはじめ国内外の優れた作品を集めた展覧会を開催し、多くの市民が多様な美

術作品に触れる機会を提供する。 
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また、郷土ゆかりの作家を顕彰し、奨励するため、郷土ゆかりの作家の企画展や収蔵作

品展を開催するなど地方美術館の特徴を生かした企画展を開催する。 

ｂ 市民の多様なニーズに応える美術館 

市民の幅広い文化活動の発表の場として、館内展示室や屋外展示場を使った展覧会やコ

ンサートを開催するなど、多目的な芸術活動や交流の場として美術館を市民へ開放し、施

設利用の促進を図る。 

ｃ 教育普及事業の推進 

（ａ）美術講演会、実技講座（ワークショップ）等の開催 

平成９年度より毎年実施している美術講座「夜の美術館」は、他から専門家や学

芸員及び第一線で活躍する作家等を講師として招き、市民にわかりやすい内容の美

術史講座をシリーズで開催しており、市内のみならず、市外からも多くの聴講者が

参加し、当館主催事業の中でも特に好評を博している。 

また、実技講座（ワークショップ）は、現在活躍中の美術家を招き、小学生及び

一般対象に毎年開催している。本年度も引き続きこれらの教育普及事業の推進を図

る。子育てネットワークとも連携し、公民館や施設に学芸員が出向き、実技講座（ワ

ークショップ）等を行い、身近な美術館を目指す。 

ｄ 学校教育との連携 

子どもたちに優れた芸術作品に触れる機会を提供し、子どもの豊かな心の育成に役立て

ることは、近年の青少年の問題行動等にも鑑み、美術館が果たすべき役割として大変重要

である。 

こうした、子どもや青少年のためのプログラムとして、鑑賞機会の提供のみならず、鑑

賞のための解説や出前授業を行うなど、学校とも十分連携を取りながら、子どもたちの芸

術文化に触れる機会の一層の充実を図る。 

ｅ 他館との連携 

平成１５年度に田川市美術館、直方谷尾美術館、嘉麻市立織田広喜美術館の３館で筑豊

美術館ネットワークを結成し、美術館相互の情報交換、合同広報誌の作成、共同企画展な

どの事業実施を行っている。本年度も学芸員研修会等を計画しており、３館で互いに連携

を図りながら地域の文化振興を目指している。 

また、九州・山口各県の公立美術館・博物館や市内の中村美術館、美術ギャラリーとも

情報交換を行い、美術館相互のネットワークの充実を図る。 
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 ⑵ いつでも、どこでも学べる生涯学習環境をつくる。 

ア 図書館機能の充実整備に努める。 

（ア）図書館 

   図書館は、利用者サービスの向上として、現在祝日、第３日曜日の翌月曜日の開館、及び

木曜日の開館時間の延長（２０時まで）を行っているが、さらなる充実を図るため年間   

３００日開館日を目指していく。また、地域に密着した図書館として、より一層の生涯学習

の振興や、住民の学習活動の支援、若者から高齢者まで過ごしやすい空間の提供などに努め

る。 

ａ 子どもに対する読書対策 

（ａ）乳幼児と保護者との絵本を通じてのコミュニケーションを図るブックスタート事業 

（ｂ）読書の楽しさと喜びを提供するため、本の読み聞かせ活動の推進と、本の読み聞かせ

ボランティアの育成 

（ｃ）子ども読書推進計画の運用 

（ｄ）本の読み聞かせのボランティア団体との連携 

（ｅ）新刊書、話題書等の情報提供 

（ｆ）調べ学習などへの適切な対応 

ｂ 市立図書館と小・中学校図書館との連携 

（ａ）小学生の市立図書館見学 

（ｂ）自動車文庫の積極的利用 

（ｃ）学校司書、司書教諭と行政サイドと情報交換等により児童生徒の読書向上のための連

携 

（ｄ）教職経験１０年経過教職員体験研修の受入 

（ｅ）中学生の職場体験学習の受入 

（ｆ）大学生・高校生のインターンシップの受入 

ｃ 図書の資料収集の充実や必要な資料の提供等 

（ａ）図書予約制度の充実 

（ｂ）レファレンス・サービスの実施 

ｄ 利用者に配慮した施設の整備 

（ａ）耐震補強工事の実施 

（ｂ）障害者、高齢者対策としてのエレベーター設置 
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（ｃ）ＡＶホールの新設と自学習室の整備 

（ｄ）身近な生活や利用者の年代に合わせたコーナーの充実 

ｅ 自動車文庫の積極的運営 

（ａ）停留所、配本所の利用状況を把握し、その見直しや地域利用者の要求に的確に応じる

よう努め、自動車文庫の効果的な活用を図る。 

⑶ 歴史を受け継ぐ文化遺産を保護・活用する。 

ア 「石炭の歴史」の発信と文化財保護に努める。 

（ア）石炭・歴史博物館 

ａ 博物館機能の充実 

（ａ）全国及び筑豊の石炭産業、田川地域の歴史、考古、民俗といった幅広い調査研究活動

を行うため博物館内に研究所を設置し、その研究成果を広く市民へ還元する。 

（ｂ）展示物の保全と改善を図り、また、館蔵資料の収集・整理、活用を促進する。 

（ｃ）「石炭・歴史博物館だより」や「館報（研究報告と年報）」の発行、及び「広報たがわ」

などを通じて広報活動を行う。 

ｂ 教育普及活動の強化 

（ａ）体験学習や歴史講座など興味の持てる各種事業や、関係団体・個人との連携による博

物館活動などに対する関心を高め、生涯学習の場として積極的な運営に努める。 

（ｂ）入館者に対する学習の便宜を図るため、解説員による展示資料の案内・説明、ガイド

端末の設置等適切な指導助言を行っていく。また、学校週５日制や総合的な学習の時間

などに博物館の資料を活用する事業を展開する。 

ｃ 文化財の保護と活用 

（ａ）「文化財保護条例」に基づき、市内に現存する有形・無形文化財、民俗文化財、天然

記念物などを指定し、その保存を図るとともに、文化財の整備により観光資源・学術資

料としての活用を図る。 

（ｂ）効果的な埋蔵文化財の保護を図る。 

（ｃ）県・市指定文化財を中心に、市内に存在する文化財を学校教育・生涯学習をとおして

広く市民に紹介し、文化財に対する愛護思想の高揚・普及を図る。 

（ｄ）伊加利人形芝居等郷土に息づく伝統芸能の保存と後継者の育成に努める。 

ｄ 国史跡指定への推進 

（ａ）本市の旧三井田川鉱業所伊田竪坑櫓及び第一・第二煙突（二本煙突）は、筑豊の貴重
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な産業遺産及びシンボルであり、世界遺産の関連資産としても位置づけられている。 

今後は竪坑櫓と二本煙突を含む旧三井田川鉱業所伊田竪坑及び伊田斜坑跡地の、史 

跡としての保護を目的とした調査を進め、その保存活用を図る。 

ｅ ユネスコ世界記憶遺産「山本作兵衛コレクション」の保存活用 

（ａ）平成２３年５月２５日、博物館所蔵の「山本作兵衛コレクション」が国内で初めてユ

ネスコ世界記憶遺産に登録されたことを受け、増加した入館者に対応する館内整備を行

うとともに、適切な保存環境の整備を行いながら活用策を図る。 

 

３ 継続課題及びその関連事業 

⑴ 田川文化センター・田川青少年文化ホール 

地方自治法の一部改正により、公の施設の管理運営について民間事業者も施設管理者の対象とす

ることができるようになった。田川文化センター及び田川青少年文化ホールにおいて、民間活力の

導入により住民サービスの向上や管理経費の縮減を図るため、平成１９年４月１日から指定管理者

制度を導入し、平成２５年度から３期目（平成２５年度～平成２７年度）を迎える。今年度以降も

引き続き、制度導入の成果を十分に検証するとともに、他の団体の状況等も調査していく必要があ

る。 

⑵ 美術館 

収蔵庫については、平成２５年度美術館内の改築工事を行うことで、新たな収蔵スペースを確保

し、当面の管理について問題が解消される。 

しかし、文化エリア駐車場については、美術館専用駐車場（１３台）及び図書館との共用駐車場

（４５台）のみで、企画展等の際に駐車場が不足する状況が見られることから、検討が必要である。 

⑶ 図書館 

今日、テレビやインターネットなどの様々な情報メディアの発展・普及により､子どもを取り巻く

環境や生活スタイルも変化し､子どもの「活字離れ」や「読書離れ」等が懸念されており、読書の必

要性が再認識されてきている。ブックスタート事業の展開、「田川市子ども読書推進計画書」の運用、

ボランティア団体の育成などを行い、読書の重要性及び本を読む楽しみを伝えていかなければなら

ない。 

また、郷土資料・地域行政資料等の整理充実も継続的に行っていかなければならない。 

⑷ 石炭・歴史博物館 

平成１７年度より館の名称を「田川市石炭・歴史博物館」と改名し、登録博物館としての機能の
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充実に努めてきた。近年では当博物館や近代化遺産に対する関心も高くなってきている。 

あわせて、平成２３年５月に博物館所蔵の「山本作兵衛コレクション」が国内で初めてユネスコ

世界記憶遺産に登録されたことにより、さまざまな課題が浮上した。今後は、資料の保存を最優先

に考慮し、関係各課と連携して課題の解決にあたる必要がある。 

⑸ 文化施設の耐震調査 

平成２４年度に実施した田川文化センター及び図書館の耐震調査の結果、平成２５年度に両施設

の耐震補強を行うこととなった。また、平成２５年度中に田川青少年文化ホールの耐震調査を実施

し、その調査結果を受け、適切な施設の維持管理を図る必要がある。 



４０ 

 

美 術 館 主 要 事 業 

事 業 名 概 要 開催期間 

黒井 健 

絵本原画の世界展 

「ごんぎつね」や「ころわん」シリーズなどで知られる絵本作

家・黒井健。２０１２年に画業４０年を迎えたことを記念する展

覧会で、作家が物語との“出会い”によって生まれてきた多くの

作品を、１５０点の原画などで紹介する。 

4/6～5/12 

32日間 

第２２回 英展 

美術館開館の翌年から開催。画壇の新鋭発掘、育成、俊英作家

の顕彰及び地元美術界の高揚を目指すことを目的としている。第

２２回のテーマは「人物・風俗」。 

7/2～7/28 

24日間 

江上 茂雄展 

今年１０１歳を迎える熊本県在住の江上茂雄。現在も精力的に

制作を続ける江上の作品の中から水彩画・木版画などを紹介する。 

9/3～9/16 

  13日間 

夜 の 美 術 館 

平成９年度より実施。夏の恒例行事として、例年好評の美術史

講座。 

9/3、9/10、

9/17、9/24 

4日間 

第５０回 

公募田川美術展 

地元で活発な芸術活動を行っている田川美術協会との共催展。

一般公募の部と会員の作品を紹介する。 

10/22 ～

11/4 

13日間 

巨匠たちのパレット展 

日動美術財団が所蔵する著名な洋画家のパレットコレクション

のうち、３０名の作家（ピカソ、ユトリロ他）のパレットと作品

併せて約７０点を紹介する。 

11/15 ～

12/15 

27日間 

福岡県立美術館所蔵品巡回

展移動美術展 

福岡県立美術館が長年収集してきた作品の中から、県にゆかり

の深い作家の作品を、例年、県内の自治体で展示し、名品鑑賞の

機会を提供するもの。実行委員会形式により開催する。 

1/7～2/9 

30日間 

第２２回 田川の子どもた

ちによる絵画展 

美術館の例年の主要展の一つ。田川市郡小、中、高生を対象に

入選作９００点余を展示、入賞者を表彰する。 

2/15～3/9 

20日間 

ワ ー ク シ ョ ッ プ 

小学生対象の「小学生のためのワークショップ」及び一般を対

象とした「美術館ワークショップ」を開催。 

8月・11月 

（予定） 

コ レ ク シ ョ ン 展 収蔵作品を活用した展覧会。 47日間 



４１ 

 

図 書 館 主 要 事 業 

 

事 業 名 概 要 開催期間 

○学校図書館協議会との共催 

児童生徒の読書への関心を高め、豊かな心を

育むことを目的とする。 

 

第５３回 

読書感想文コンクール 

小・中学生を対象に募集。優秀作品集発行。 1月末予定 

第４４回 

読書感想画コンクール 

小・中学生を対象に募集。作品の展示。 1月予定 

第４７回 こども童話発表会 小学生低学年・高学年を対象に募集。 11月予定 

学校図書館司書との交流 実務レベルでの情報交換。 適宜 

○田川郷土研究会との協動 

郷土の歴史等について、市民への啓蒙を図り、

興味を喚起する。 

 

郷土史公開講座 郷土研究会会員による市民への講座。 3月（2～3回） 

○ボランティア団体との協働 

ボランティア団体に活動の場を提供し、 

子どもたちの読書への関心を高める。 

 

絵本の読み聞かせ・ビデオ放映 ボランティア・職員による読み聞かせ等。 

第2・4金曜日、 

毎週土曜日 

子ども読書の日イベント 紙芝居・読み聞かせ等実施。 4月27日 

読書まつり 読書週間に合わせたイベント。読み聞かせ等。 

10月下旬～ 

11月上旬予定 

図書館クリスマス会 大型絵本の読み聞かせ、パネルシアター他。 12月 

○図書館独自事業 読書意欲の喚起を促すための独自事業。  

夏休み読書マラソン 

紙芝居（水曜日） 

夏休み期間中の児童生徒の読書習慣をつける

ことを目的。 

夏休み期間中 

本読みボランティア養成講座 

外部講師を招いての絵本の読み聞かせの指

導。 

1月予定 

（2回） 



４２ 

 

除籍図書リサイクル 

不要になった資料や寄贈図書を無料で学校等

へ提供。 

3月 

ブックスタート事業 

７ヶ月児検診会場で、ブックスタートについ

ての説明の言葉とともに絵本を入れた布バック

を配布。 

第4金曜日 



４３ 

 

石炭・歴史博物館主要事業 

 

事 業 名 概 要 開催期間 

国史跡指定推進事業 

国史跡指定にかかる事務及び旧三井田川鉱

業所伊田坑の試掘調査（国庫補助事業）等の調

査研究。 

通年 

博物館展示物の保全と改善 

屋外展示物の保全と館内展示パネルの改修

と改善。 

通年 

田川市石炭・歴史博物館開館３０

周年記念／世界記憶遺産登録原

画特別公開  

『山本作兵衛墨画展－炭坑記録

画の源流－』展 

開館３０周年記念事業の一環として、他所で

はほとんど見られない、山本作兵衛氏が残した

初期の墨画原画（ユネスコ世界記憶遺産登録資

料）を特別公開する。 

4/27～5/26 

田川市石炭・歴史博物館開館３０

周年記念／世界記憶遺産登録原

画特別公開  

※内容未定 10/26～11/24 

開館３０周年記念企画展 

館内全体を使用し、これまでに展示されてい

ない貴重な収蔵品の展示や他の博物館等から

借用した資料などを展示する。また、日本の歴

史において重要な意義を持つ出来事と石炭の

歴史を絡め、炭鉱の歴史について子どもたちが

理解しやすいように工夫を凝らした展示を行

う。 

7/20～9/1  

館長講座 

筑豊の炭坑をテーマにした館長による講演

や、炭坑経験者を講師に招いた講座を月１回、

全１１回開催。 

毎月土曜日 

（全11回） 

博物館研修講座（教職員対象） 田川市郡内教職員を対象とした研修講座。 8月予定 



４４ 

 

体験学習「石炭を燃やそう」「勾

玉づくり」 

石炭を実際に燃やす体験学習と、古代のアク

セサリーである勾玉をつくる体験学習を行う。 

石炭）5/5 他 

勾玉）夏休み 

期間中 

出前授業 

学芸員が小・中学校や公民館等に出向き、出

前授業を行う。 

随時 

刊行物の作成 

「石炭・歴史博物館だより」（１１号）の作

成。「館報」（７号）、「炭坑の語り部Ⅲ」記録集、

全国キャラバン展報告書、３０周年記念誌の作

成。 

すべて、３月までに発

行予定 

関係団体との連携 

筑豊地区の石炭関連資料館及び団体や、全国

産炭地の関係団体との連携。 

随時 

文化財保護事業 

市内指定文化財の保存管理と埋蔵文化財の

保護等。 

随時 

 



４５ 

 

田川文化センター・田川青少年文化ホール主要事業 

 

事 業 名 概 要 開催期間 

春季市民文化祭 

市民の生活に根ざした生活文化の復興と、市民文化の創

造と発展に資することを目的とし、文化団体等の発表の場

として、田川文化センター・田川青少年文化ホール等で開

催される。 

4／1～5／31 

懐かしの名画祭 

文化庁より優れた懐かしの名画を誘致し、一般市民に映

画鑑賞の機会を提供する。 

１９４０年代以降の日本の名画４作品を２日間で３作

品ずつ上映。 

今年で２０回目の実施。 

7月下旬～8月上旬 

2日間 

芸術文化体験事業 

子どもたちに良質の舞台芸術を鑑賞する機会を提供し、

芸術文化活動への参加意欲を喚起するために、市内の小・

中学校を対象として実施される。 

平成２５年度はミュージカル「子象物語」を上演予定。 

9月下旬（予定） 

秋季市民文化祭 

市民の生活に根ざした生活文化の復興と、市民文化の創

造と発展に資することを目的とし、文化団体等の発表の場

として田川文化センター・田川青少年文化ホールをメイン

会場に共催事業で実施する。 

メイン行事は１１月１０日開催予定の「こども音楽祭」。

市内園児、小・中学生、一般市民による楽器演奏、吹奏楽、

合唱など日頃の練習成果を発表する。 

10／1～11／30 

 



    

    

    

    

資資資資                            料料料料    
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教育委員会 

 

教育委員 

 平成２５年４月１日現在 

 

区分 

（ふりがな） 

氏名 

性別 

現在の任期 

（委員長職等の任期） 

過去の在任期間 

委 員 

（委員長） 

柏 村

か し む ら

晶 子

あ き こ

 
女 

Ｈ21.10.11～Ｈ25.10.10 

（Ｈ24.10.1～Ｈ25.9.30） 

Ｈ13.10.11～Ｈ21.10.10 

（Ｈ21.10.1～Ｈ24.9.30） 

委 員 

（委員長職務代理） 

神 崎

か ん ざ き

陽 子

よ う こ

 
女 

Ｈ24.10.1～Ｈ28.9.30 

（Ｈ24.10.1～Ｈ25.9.30） 

Ｈ16.10.1～Ｈ24.9.30 

委 員 
毛利

も う り

眞一郎

しんいちろう

 
男 Ｈ23.12.25～Ｈ27.12.24 Ｈ22.1.1～Ｈ23.12.24 

委 員 
公 門

き み か ど

義

よ し

尊

のり

 
男 Ｈ24.10.1～Ｈ28.9.30  

委 員 

（教育長） 

尾

お

垣

が き

有 三

ゆうぞう

 
男 

Ｈ22.10.8～Ｈ26.10.7 

（Ｈ22.10.8～Ｈ26.10.7） 

Ｈ21.7.1～Ｈ22.10.7 

（Ｈ21.7.1～Ｈ22.10.7） 

委員長職務代理 

神崎 陽子 

委員長 

柏村 晶子 

委 員 

公門 義尊 

教育長 

尾垣 有三 

委 員 

毛利 眞一郎 



委員長

職務代理

委員
教育長室

550

委員
教育委員室

551

教育長 会議室 556

課長 課長 課長 課長

課長補佐 課長補佐 課長補佐 課長補佐

課長補佐 課長補佐

課長補佐

嘱託 園長 係長

兼係長 係長 嘱託 係長 係長 園長 主査

主事補 主任 嘱託 主任 主査 主任 主任

嘱託 主事 嘱託 主任 主任 教諭 主任

主事 嘱託 主事 技師 嘱託 主任

社教相談員

嘱託 主事 主事 嘱託 主任

社教指導員

嘱託 主事 嘱託 嘱託 主任

館長 館長 兼館長 嘱託 嘱託 嘱託 臨時 嘱託 指導員

事務主査 課長補佐
主査

地活指導員

嘱託 嘱託 臨職 指導員

主任 学芸員 主任
地活指導員

嘱託 臨職 指導員

学芸員 嘱託 主事 嘱託 ALT 再任用

学芸員 嘱託 再任用 嘱託 臨職 臨職 再任用

嘱託 嘱託 嘱託 嘱託 兼係長 臨職 臨職 再任用

嘱託 嘱託 嘱託 室長 嘱託 主査 臨職 臨職 嘱託

嘱託 臨時 嘱託 嘱託 主任 臨職 臨職 嘱託

嘱託 嘱託 嘱託 所長 主任 臨職 臨職 嘱託

臨職 嘱託 嘱託 研究員 指導員 臨職 臨職 嘱託

臨職 嘱託 兼館長 嘱託 研究員 指導員 臨職 臨職 嘱託

兼係長 嘱託 臨職 再任用 臨職 臨職 嘱託

主任 嘱託 再任用 臨職 臨職 嘱託

主事 嘱託 再任用 臨職 臨職 嘱託

所長 嘱託 再任用 臨職 臨職 嘱託

兼研究員
臨職 兼室長 臨職 臨職 嘱託

兼研究員
臨職 嘱託 臨職 臨職 嘱託

兼研究員
臨職 臨職 臨職 嘱託

兼事務員
臨職 臨職 臨職 嘱託

臨職
児生指導員

臨職 臨職 嘱託

臨職
児生指導員

臨職 嘱託

臨職 嘱託

臨職 嘱託

臨職 嘱託 臨時

臨職 嘱託 臨時

臨職 嘱託

臨職 嘱託

嘱託

嘱託

嘱託

嘱託

嘱託

嘱託

嘱託

嘱託

6 2 9 8

（内線561）

柴田　翔平

（内線558）

田川市教育委員会事務局組織図田川市教育委員会事務局組織図田川市教育委員会事務局組織図田川市教育委員会事務局組織図

事　務　局

阿納　勲教育部長

（内線557）

皆川　待子

道　　陽子

高岩　晃子

（内線565・567）原　　生子

野村　麻衣

中路よう子

村上　明美

放課後児童クラブ補助指導員

城上　　純

池田　志緒

徳納　　史

加生登志子

重藤　美穂

森　さつき

森田　恵子

前橋　恭子

井上　政恵

沖永　道代

吉田ひとみ

瀬口　美華

阪東　敦子

中

　

学

　

校

篠原　正重

吉武　　亨

施設管理係

山之内一子

青柳　早智

政時　久美

板井　洋輝

川野　由美

廣瀬　紀子

平澤　由果

追田めぐみ

教育職員

中山　洋子

廣川さとみ

奥　　明美

ジョンドロ

辻　　伸一

八城　裕治

品川　恵子

政時　保恵森元美佐子

高島加代子

辻生　英治

平井　康隆

小

　

学

　

校

幼

　

稚

　

園

長谷川ゆか

雨森　明美

上田　　愛

森川みちよ

木本千恵美

堀　　愛子

福冨　京子

政時　　愛

文

化

セ

ン

タ

ー

青

少

年

文

化

ホ

ー

ル

古木　美保佐藤　治幸

小池　弘恵

森口万寿美

山田　強士

植山志津香

中村美恵子

宮島　恵子

井口志津代

四郎丸裕子

所　　　香

香月　正恵

倉原　貴保

田中ちえみ

（内線571・580）

梅林　由子

佐々木理香

山本　一人

友松　範之

上村　祥恵

学校調理師

永井　節子

吉武　　亨

小林　　清

清川　憲一

立田　昌子

山本　由香

馬場　静恵

山本　佳奈

小田　徹子

藤村　幸子

総務係

古賀久仁子

諌山　慶秀

（内線560）

佐藤喜代美

稲居　真美

藤井　　崇

学習振興・人権教育係

溝口　泰介

土谷　隆樹

文　化　課

神垣　　恵

平澤　建太

文化係

大原　一義

永岡るり子

花石　恵子

生涯学習課

山本　一人

（FAX:49-3085)

安蘓　龍生

和田　隆志

学校教育係

水上　郁子

（内線554･555･564）

浦野　　勝

花石　恵子

高木　洋佳

教育研究所

放課後児童クラブ指導員

大野　照美

徳永　恵太

伊藤　利子

内線

公門　義尊

毛利眞一郎

尾垣　有三

（FAX:42-9559) （FAX:42-9655)

学校教育課

教　育　委　員

柏村　晶子

神崎　陽子

（内線552・553）

日野佑紀奈

友森　千秋

大森　美保

進　　一枝

ネイサン

丹羽　公恵

真次　英徳

岩永美由紀

池田　智子

梅野　美枝

重岡　幸子

樋柴　絹枝 水上　淳子

目野　元輝

白石　有紀

辻　　愛佳

西　　昭二

常田　敏子

大里　雅子

桑野　信子

岡内　琴子

井上　史織

杉下　静香

荒木　春枝

坂本　明子

石松　夕季

谷本みさお

加治　智子

中江美由紀

香月　英香

教育総務課

大峯　哲夫

幼稚園教諭

濱口美代子

鶴田　裕美

美
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館
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館
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育
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所

井上　美香

小倉　千代

原　　弘毅

三井　織江

山崎　英美

白澤　和美

　

中

央

公

民

館

　

弓
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場
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民

球
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位

金
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陸

上

競

技

場
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ン
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ー
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合

グ

ラ

ウ

ン

ド

　

猪

位

金

グ

ラ

ウ

ン

ド

　

船

尾

武

道

館

青少年対策室

杉本　清香

岡村　知恵

内田　桂子

立花　洋子

岡本　健一

上田　千栄

山中　麻衣

山下　容子

井上真喜子

井手上博美

堀口　翔平

中田眞知子

西　　昭二

大和ゆかり

中藤　典子

花村ひとみ

北山　　成

清川　憲一

（内線571・580）

古三庄光恵

佐藤　真弓

中村佐知子

（内線562）

松浦　　司

田中　裕葵

佐土嶋友香

柴田　　満

中川　恭子

中島　　亮北山　悦子

公民館・スポーツ係坂木　留依

家高　光幸

木下　和博

図書館

原　　俊英

林　恵美子

坂田　浩太

石炭・歴史博物館

越知　重幸

福本　　寛

江上　正高

藤本　和美

村上　美帆加藤　友紀

廣畑　公紀

（内線573）

宇野　洋子

奥永　秋弘

（内線574）

加藤　智子

永岡るり子

臼木小夜子

大原　一義 山田　優子

谷口　美保

井上　幸恵

清水　憲一

付属研究所

松尾　孝司

美術館

吉野　允浩

古木　美和

川本　美子

杉山かおり谷上　純次

石炭・歴史博物館

図

　

書

　

館

学校司書員学校事務補助員

（内線563）

渡部　八郎

野相　雅之

櫻井　雅史

中村　秀子

石井絵里香

萩野　早苗

樋口　莉紗

瓜生　敏子

樋柴あさみ

古木　美和

江上　正高

福本　　寛

適応指導教室

山田　靖恵

安蘓　龍生

井上紗央莉

圓口　篤子

雨矢　朋子

浦田まゆみ

岡本　瑠美

川村　優子

毛利　憲子

学校適正規模推進室
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○○○○    平成２平成２平成２平成２４４４４年年年年    教育委員会審議事項教育委員会審議事項教育委員会審議事項教育委員会審議事項    

 

平成２４年 

  １月１１日 議案第 １号 平成２４年度教育費当初予算について 

        議案第 ２号 田川市立学校管理規則の一部を改正する規則について 

        議案第 ３号 「猪位金校区学校統合委員会」設立準備委員会設置要綱

の制定について 

        議案第 ４号 田川市立小中学校の事務の共同実施に関する規程につい

て 

        議案第 ５号 田川市勤労青少年ホーム運営委員会委員の委嘱について 

２月 ７日 議案第 ６号 平成２３年度教育費（３月補正）予算要求について 

        議案第 ７号 田川市教育委員会事務局処務規則の一部改正について 

        議案第 ８号 猪位金校区学校統合委員会設置要綱の制定について 

        議案第 ９号 田川市中央公民館の設置及び管理に関する条例の一部改

正について 

        議案第１０号 田川市中央公民館の設置及び管理に関する条例施行規則

の一部改正について 

        議案第１１号 田川市勤労青少年ホームの設置及び管理に関する条例施

行規則及び田川市勤労青少年ホーム運営委員会規則の廃

止について 

        議案第１２号 田川市体育施設条例施行規則の一部改正について 

        議案第１３号 指定管理者の指定について 

        議案第１４号 田川市図書館協議会設置条例の一部改正について 

        議案第１５号 田川市石炭・歴史博物館等運営協議会設置条例の一部改

正について 

        議案第１６号 田川市社会教育団体登録要綱の一部改正について 

  ３月 ５日 議案第１７号 猪位金校区学校統合委員会委員の委嘱について 

        議案第１８号 田川市美術館条例施行規則の一部改正について 

  ４月 ９日 議案第１９号 田川市育英資金委員会委員の任命について 
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        議案第２０号 学校適正規模について 

４月１７日 議案第２１号 人事案件について 

  ５月 ８日 議案第２０号 学校適正規模について 

        議案第２２号 平成２４年度教育施策方針について 

        議案第２３号 田川市就学指導委員会委員の委嘱について 

        議案第２４号 田川市スポーツ推進審議会委員の任命について 

        議案第２５号 田川市スポーツ推進委員の委嘱について 

        議案第２６号 田川市社会教育委員の委嘱について 

        議案第２７号 田川市公民館運営審議会委員の委嘱について 

  ５月１４日 議案第２８号 田川市教育委員会教育長の処分について 

        議案第２９号 田川市教育委員会事務局職員の措置について 

  ６月 ６日 議案第２０号 学校適正規模について 

        議案第３０号 平成２４年度教育費（６月補正）予算要求について 

        議案第３１号 平成２５年春の叙勲候補者の推薦について 

        議案第３２号 平成２４年度田川市立学校学校評議員の委嘱について 

     議案第３３号 田川市図書館協議会委員の委嘱について 

議案第３４号 田川市美術館協議会委員の任命について 

        議案第３５号 田川市石炭・歴史博物館等運営協議会委員の委嘱につい

て 

        議案第３６号 田川市文化財専門委員会委員の委嘱について 

        議案第３７号 田川市立小学校長による給食費流用事案に係る刑事告発

について 

  ６月２５日 議案第２０号 学校適正規模について 

７月１１日 議案第３８号 平成２３年度教育に関する事務の管理及び執行の状況の

点検及び評価報告書について 

  ８月 ８日 議案第２０号 学校適正規模について 

        議案第３９号 平成２４年度教育費（９月補正）予算要求について 

        議案第４０号 平成２４年度教育費（８月補正（専決））予算要求につ

いて 
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９月 ６日 議案第４１号 教育委員会会議の会議録の全文公開について 

  議案第４２号 田川市教育委員会会議傍聴人規則の全部改正について 

      議案第４３号 田川市公民館運営審議会委員の委嘱（交代）について 

        議案第４４号 平成２４年度教育費（９月補正）予算要求（追加）につ

いて 

 １０月１０日 議案第２０号 学校適正規模について 

        議案第４５号 平成２４年度田川市教育功労者の選考について 

 １１月 ８日 議案第２０号 学校適正規模について 

        議案第４６号 平成２４年度教育費（１２月補正）予算要求について 

 １２月 ７日 議案第４７号 新園及び小中一貫校の施設整備計画について 

 １２月１２日 議案第２０号 学校適正規模について 

        議案第４８号 平成２５年度田川市立小・中学校県費負担教職員人事異

動方針について 

        議案第４９号 平成２５年秋の叙勲候補者の推薦について 
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【学校一覧】 

学 校 名 所 在 地 電話番号 

猪 位 金 小 学 校 田川市大字猪国２５５９番地 （４４）２０５４ 

弓 削 田 小 学 校 田川市大字弓削田４９９番地 （４４）０１００ 

後 藤 寺 小 学 校 田川市宮尾町１番９号 （４４）０１２４ 

大 浦 小 学 校 田川市大字奈良１６１６番地 （４４）０３８３ 

大 藪 小 学 校 田川市大字川宮１６４５番地２ （４４）０２８２ 

田 川 小 学 校 田川市栄町４番２３号 （４４）１１２３ 

鎮 西 小 学 校 田川市大字伊田１９４６番地１ （４４）０７０２ 

伊 田 小 学 校 田川市大字伊田４３９０番地 （４４）１３０９ 

金 川 小 学 校 田川市大字糒１７７１番地 （４４）１１８３ 

猪 位 金 中 学 校 田川市大字位登５０９番地 （４４）０４９７ 

弓 削 田 中 学 校 田川市大字弓削田１２２２番地 （４４）０４８４ 

後 藤 寺 中 学 校 田川市大黒町１１番６９号  （４４）００８７ 

田 川 中 学 校 田川市大字糒１９５９番地 （４４）１１８０ 

鎮 西 中 学 校 田川市大字伊田２０２４番地 （４４）１１８２ 

伊 田 中 学 校 田川市大字夏吉１９７番地１ （４４）１０８８ 

金 川 中 学 校 田川市大字糒２５８番地 （４４）０５９１ 

中 央 中 学 校 田川市中央町３番７１号 （４４）２０１３ 

後 藤 寺 幼 稚 園 田川市宮尾町１番９号 （４４）０９０６ 

伊 田 幼 稚 園 田川市大字伊田４３９０番地 （４４）４４１１ 

 

【教育施設一覧】 

施 設 名 所 在 地 電話番号 

田川市立図書館 田川市新町１１番６１号 （４４）０３８４ 

田川市美術館 田川市新町１１番５６号 （４２）６１６１ 

田川市石炭・歴史博物館 田川市大字伊田２７３４番地１ （４４）５７４５ 

産業ふれあい館 田川市大字伊田２７３４番地１ （４４）５７４５ 

田川文化センター 田川市平松町３番３６号 （４４）６４７０ 

田川青少年文化ホール 田川市平松町３番３６号 （４４）６４７０ 

田川市民会館 田川市大字伊田２５５０番地１ （４４）５１１０ 

田川市総合体育館 田川市大字伊田２５５０番地１ （４４）７３７０ 

田川市弓道場 田川市大字伊田２５５０番地１ （４４）７３７０ 

田川市市民テニスコート 田川市大字伊田２５５０番地１ （４４）７３７０ 

田川市総合グラウンド 田川市大字伊田２５５０番地１ （４４）７３７０ 

田川市こがねが丘陸上競技場 田川市大字伊田２５５０番地１ （４４）７３７０ 

田川市トレーニングセンター 田川市大字伊田２５５０番地１ （４４）７３７０ 

田川市市民球場 田川市大字伊田２７４５番地２ （４４）７３７０ 

田川市市民プール 田川市大字伊田２７４５番地２ （４５）７６５４ 

田川市猪位金球場 田川市大字猪国５３８番地 （４４）７３７０ 

田川市猪位金グラウンド 田川市大字猪国５３８番地 （４４）７３７０ 

船尾武道館 田川市大字弓削田２８３８番地 （４４）７３７０ 

 


